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破壊淋巴球または腸チフス菌感作破壊淋巴球と in vivo または in vitro で接触した牌または淋巴節細胞
を腸チフス菌とともに 410r 全身Ⅹ線照射家兎に移入し, 抗体産生の態度を観察した｡ すなわちX 線照射
24時間後の家兎に腸チフス菌感作破壊淋巴球と腸チフス菌を投与した場合対照たる腸チフス薗投与群と同
様明確な抗体産生を認めなかったが, Ⅹ線照射 4 日後の家兎に腸チフス菌のみ投与した場合明確な抗体産
生を認めなかったが, 腸チフス菌感作破壊淋巴球と腸チフス菌を同時に投与した場合, 著明な抗体産生の
促進かつ増強が認められた｡ 卵白アルブミン感作または非感作破壊淋巴球と腸チフス菌をⅩ線照射 4 日後
の家兎に投与した場合, 軽度の抗体産生の促進かつ増強が認められた｡ さらに腸チフス菌感作, 卵白アル
ブミン感作または非感作破壊胸管淋巴球の 13,000g, 15分の各上清分周を腸チフス菌とともにⅩ線照射 4
日後の家兎に投与した場合, 破壊全淋巴球を用いた時と同様, 腸チフス菌感作淋巴球上清分屑投与群にお
いても著明な腸チフス菌凝集素産生の促進かつ増強が認められた｡
次に腸チフス菌感作破壊淋巴球移入 1 , 3 , 5 日後の家兎より得た各淋巴節細胞に腸チフス菌を加えて
Ⅹ線照射24時間後の家兎に移入した場合, 非感作破壊淋巴球移入 1 , 3 , 5 日後の家兎より得た各淋巴節
細胞に腸チフス菌を加えて移入した場合に比べ, 明らかに抗体産生の促進かつ増強が認められた｡ 同様の
成績は腸チフス菌感作破壊淋巴球移入 5 日後の家兎より得た肺細胞を用いた場合にも認められた｡ また腸




次いで生後 7 - 10日後に胸腺を摘出し, さらに 1週後に 410r 全身Ⅹ線照射を行なった家兎の照射 4 週
後の抗体産生について検索し, 該動物に正常家兎胸管淋巴球を移入しその影響について観察した｡ 卵白ア
ルブミン沈降素およびツ, ア抗体産生能は, 胸腺摘出群において軽度, 胸腺摘乱 Ⅹ線照射群において著
明な抑制が認められたが, 腸チフス菌凝集素産生能は胸腺摘出, Ⅹ線照射群においても抑制が認められな
かった｡ かかる胸腺摘出, Ⅹ線照射家兎の沈降素並びにツ ･ ア抗体産生能は, 抗原投与時に正常家兎胸管
淋巴球 (500×106) を移入することにより, ツ ･ ア抗体産生能は正常家兎と同程度に修復され, 沈降素産
生能は軽度に修復された｡
以上の成績より, 破壊感作胸管淋巴球にはⅩ線照射家兎の抗体産生能を修復し, 特異的に抗体産生を促










促進かつ増強する作用のあることを明らかにした｡ ついで生後 7 - 10日後に胸腺を摘出し, Ⅹ線照射を行
なった家兎では, 腸チフス菌凝集素産生能は正常は保たれていたが, ツベルクリン ｡ アレルギー抗体なら
びに卵白アルブミン抗体産生能の抑制を認めた｡ かかる動物は正常家兎胸管淋巴球の移入により, 抑制さ
れたツベルクリン ･ アレルギー抗体ならびに卵白アルブミン抗体産生能の修復されることを確認し, 生後
7 - 10日の家兎においても胸腺が免疫機構の発達に非常に重要な役割を演 じておりかつ淋巴球が抗体産生
に直接関与していることを明らかにした｡
以上本論文は学問的に有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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